
第４章 計画の方針、目標、事業内容 

－37－ 

４-４ 事業内容 

事業１ 

 

 

【事業設定の背景】                              

・伊東市内のバス路線は、伊東駅、伊豆高原駅を中心に、市内全域を網羅して運行し

ており、新型コロナウイルス感染拡大の影響がありながらも、これまで運行維持が

されてきています。一方、利用者数の回復はコロナ前の 8 割程度にとどまっており、

昨今は運転手不足も深刻化する中、今後は路線維持が危ぶまれる状況です。 

・そこで、本計画における取り組みとして、需給バランスや今後の運転手の確保の見

通しなどを踏まえ、運行維持が可能なバス路線網への見直しを目指します。 

 

【事業内容、スケジュール、実施主体】                     

＜事業内容＞ 

・路線バス利用者数の維持、各地域のニーズに

対応するため、収支上課題のある路線につい

て運行ルートや運行本数の見直しを検討。 

・幹線、支線の考え方に基づいた路線や運行本

数維持の検討、乗継拠点などを検討。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜実施スケジュール＞ 

・計画策定の翌年度、バス事業者と協議の上、見直し案を作成し、2026 年度以降に

見直し着手を行う。 

実施 

スケジュール 

2025 年度 
(R7) 

2026 年度 
(R8) 

2027 年度 
(R9) 

2028 年度 
(R10) 

2029 年度 
(R11) 

2030 年度 
(R12) 

      

 

＜実施主体＞ 

バス事業者、伊東市 

 

 

事業１-１ 市内路線全体のバス路線網の見直し 

公共交通ネットワーク維持改善事業 事業１ 

 検討期間       実施期間 

 検討期間       実施期間 

 検討期間       実施期間 

伊東駅 

伊豆高原駅 

宇佐美駅 

 
市内路線バス(幹線) 

市内路線バス(支線) 

広域路線バス 

幹線・支線の考え方 

○幹線：現状の運行本数を将来にわたって維持 

○支線：地域のニーズに対応しつつ、最低限のサー

ビスレベルを維持 
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【事業設定の背景】                              

・伊東市内の自主運行バス路線は 2024 年時点で 15 系統（2023 年以前は 11 系統）

運行していますが、収支率は 40％程度と採算性に問題を抱えています。運転手不

足等で運行維持が困難となる中、今後は路線の廃止等の懸念もあります。 

・そこで、本計画における取り組みとして、自主運行バス路線の運行効率化（運行ル

ート、本数等）を行い、市全体のバスネットワークの維持を目指します。 

 

【事業内容、スケジュール、実施主体】                     

＜事業内容＞ 

・自主運行バス路線の各路線について、利用状況や運行状況を踏まえ、収支率が相対

的に低い路線については効率化（運行ルートや運行本数等）を検討、順次実施。 

 

 

 

 

 

表 7 伊東市自主運行バス路線の収支状況の推移（再掲） 

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

系統数

年間利用者数（人） 223,066 156,504 193,805 173,783 227,961

経常収益（円） 46,801,725 30,001,666 42,559,965 36,248,442 51,100,467

経常費用（円） 82,285,744 87,351,381 89,520,970 88,385,290 91,386,177

損益（円） -35,484,019 -57,349,715 -46,961,005 -52,136,848 -40,285,710

収支率（％） 56.9% 34.3% 47.5% 41.0% 55.9%

11

 
 

＜実施スケジュール＞ 

・計画策定の翌年度、バス事業者と協議の上、見直し案を作成し、2026 年度以降に

見直し着手を行う。 

実施 

スケジュール 

2025 年度 
(R7) 

2026 年度 
(R8) 

2027 年度 
(R9) 

2028 年度 
(R10) 

2029 年度 
(R11) 

2030 年度 
(R12) 

      

 

＜実施主体＞ 

バス事業者、伊東市 

 

 

 

 

事業１-２ 市自主運行バスなど収支上課題のある路線の維持・改善検討 

 検討期間       実施期間 

見直しの方向性 

・自主運行バスの収支率 50％を維持（公的負担と利用者負担を同等とする） 

・利用の少ない便（日中など）のデマンド化や運休、減便や短縮 

・市域を跨ぐ路線について、隣接市と協議の上、各市の移動ニーズに見合った運

行時間帯等への見直し 
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【事業設定の背景】                              

・事業１-１や事業１-２に関連し、バス路線の利用状況を把握するための手法として、

現在、年に 1 回実施している乗降調査データを活用していますが、見直し検討を行

うためのデータとしては量的に不足しているのが現状です。 

・昨今はバスロケーションシステムと連携した乗降カウンタ―などの普及が見られ、

定期的なデータ入手が可能である他、交通系 IC カードのデータ分析も可能となっ

ています。 

・そこで、本計画における取り組みとして、路線や移動に関するニーズを長期的に計

測、可視化していくことを目指します。 
 

【事業内容、スケジュール、実施主体】                     

＜事業内容＞ 

・バスロケーションシステムと連携した、乗降カウンターの設置検討。 

・バス事業者と連携し、交通系 IC カードの分析可視化の検討。 

・バス事業者による GTFS データ（時刻表等の標準様式）の定期的な更新の実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 22 乗降カウンター、IC カード分析のイメージ 

 

＜実施スケジュール＞ 

・計画策定の翌年度以降、乗降カウンターの導入や交通系 IC カードの分析手法につ

いて協議を行い、順次実施する。 

実施 

スケジュール 

2025 年度 
(R7) 

2026 年度 
(R8) 

2027 年度 
(R9) 

2028 年度 
(R10) 

2029 年度 
(R11) 

2030 年度 
(R12) 

      

 

＜実施主体＞ 

バス事業者、伊東市 

 

事業１-３ 路線や移動に関するニーズの計測・可視化 

 検討期間       実施期間 

出典：アーティサン株式会社資料 

出典：国土交通省資料 
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【事業設定の背景】                              

・バスやタクシーの運転手確保は全国的に喫緊の課題であり、官民連携で取り組む必

要があります。 

・本計画における取り組みとして、バス事業者、タクシー事業者が進める採用活動に

協力し、広報誌等での魅力の発信、説明会の共同開催、就業環境の向上などを目指

します。 

 

【事業内容、スケジュール、実施主体】                     

＜事業内容＞ 

・移住者向けのイベントや企業出展。 

・バス運転手の低賃金を是正。 

・地元高校と連携した人材確保の可能性検討。 

・広報誌を活用した乗務員の確保、事業者と共同説明会の開催。 

・市の広報にバス、タクシー事業者の乗務員募集に関する内容の掲載。 

・就業環境の向上（営業所等の環境改善）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜実施スケジュール＞ 

・計画策定の翌年度、各種取り組みを実施する。 

実施 

スケジュール 

2025 年度 
(R7) 

2026 年度 
(R8) 

2027 年度 
(R9) 

2028 年度 
(R10) 

2029 年度 
(R11) 

2030 年度 
(R12) 

      

 

＜実施主体＞ 

バス事業者、タクシー事業者、伊東市 

事業１-４ バス、タクシーの運転手確保に向けた取組み 

 検討期間       実施期間 

バスやタクシーの運転手の確保に関する取組み例 



第４章 計画の方針、目標、事業内容 

－41－ 

事業２ 

 

 

 

【事業設定の背景】                              

・本市の鉄道やバスによる人口カバー率は７0％程度であり、別荘地や分譲地を中心

に、バスでカバーされていない地域が点在しています。 

・前計画策定後、これらの地域での移動手段確保の取り組みを行ってきましたが、本

格実施には至っておらず、引き続き検討を進める必要があります。 

・そこで、本計画における取り組みとして、事業２-２と連携し、交通空白地域での

地域交通確保を目指します。 

 

【事業内容、スケジュール、実施主体】                     

＜事業内容＞ 

・要望のある地域や別荘地、分譲地において、既存の移動手段（バス、タクシー）に

加え、新たな事業補助や地域の輸送資源（住民主体の移動手段、地域の施設の所有

する車両など）を活用した移動手段を検討、実施する。 

・また、このような取組みに対し積極的な支援を行っていく。 

・伊東市の特性（高低差等）を踏まえた不便地域の可視化を行い、民間事業者の参入

を含め、不便地域での移動手段確保に向けた活動を展開する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜実施スケジュール＞ 

・計画策定の翌年度以降、地域と市で協議、検討を行い、方向性の定まった地域より

順次実証運行等を実施する。 

実施 

スケジュール 

2025 年度 
(R7) 

2026 年度 
(R8) 

2027 年度 
(R9) 

2028 年度 
(R10) 

2029 年度 
(R11) 

2030 年度 
(R12) 

 

 

     

 

＜実施主体＞ 

地域住民、バス事業者、タクシー事業者、伊東市 

事業２-１ 交通空白地域での地域交通確保の取組み 

交通空白地域解消事業 事業２ 

 検討期間       実施期間 

多様な地域公共交通（地域公共交通計画等の作成と運用の手引き(入門編)） 
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【事業設定の背景】                              

・事業２-１で示す通り、今後も交通空白地域での移動手段確保の検討を実施します

が、移動手段の確保に向けて、地域住民や市、交通事業者の役割分担、検討の手順

等は体系化されていないのが現状です。 

・そこで、本計画における取り組みとして、交通空白地域での移動手段確保、維持に

向けた検討の流れ、役割分担を体系化することを目指します。 

 

【事業内容、スケジュール、実施主体】                     

＜事業内容＞ 

・他市での地域交通導入の手引き等を参考に、伊東市版の地域交通導入・維持に向け

た仕組み（ガイドライン）を策定する。 

・これを積極的に支援する補助スキームの構築。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜実施スケジュール＞ 

・計画策定の翌年度以降、ガイドラインの作成、補助スキームの構築を実施。 

実施 

スケジュール 

2025 年度 
(R7) 

2026 年度 
(R8) 

2027 年度 
(R9) 

2028 年度 
(R10) 

2029 年度 
(R11) 

2030 年度 
(R12) 

  

 

    

 

＜実施主体＞ 

地域住民、伊東市 

事業２-２ 地域が主体となり交通手段を検討、確保するための仕組みづくり 

 検討期間       実施期間 

地域交通の導入に向けたガイドラインの策定（神奈川県横浜市） 
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事業３ 

 

 

 

 

【事業設定の背景】                              

・前計画の策定後、公共交通マップの作成や、バスでの IC カードの導入がされ、以

前より実施してきたバスロケーションシステム、乗換案内等での検索を含め、利用

環境は向上しています。一方、公共交通に関する市民満足度は依然として低く、こ

れらの周知が十分にされていない状況です。 

・本計画における取り組みとして、周知の充実や更なる改善を目指します。 

 

【事業内容、スケジュール、実施主体】                     

①公共交通マップの作成、配布                          

＜事業内容＞ 

・市全域の公共交通マップを作成し、鉄道駅やバス案内所、市役所等で配布する。 

・これまで作成している伊東駅、伊豆高原駅の公共交通マップを更新する。 

＜実施スケジュール＞ 

・計画策定の翌年度以降、公共交通マップの作成、配布を行う。 

実施 

スケジュール 

2025 年度 
(R7) 

2026 年度 
(R8) 

2027 年度 
(R9) 

2028 年度 
(R10) 

2029 年度 
(R11) 

2030 年度 
(R12) 

      

 

＜実施主体＞ 

バス事業者、タクシー事業者、伊東市 

 

②公共交通の利用方法等の案内チラシの作成                   

＜事業内容＞ 

・市の広報誌、ホームページ等で、バスの利用方法やバスロケーションシステムの使

い方などを掲載した PR 紙面を作成する。 

＜実施スケジュール＞ 

・計画策定の翌年度、内容検討を行い、2026 年度以降、周知を行う。 

実施 

スケジュール 

2025 年度 
(R7) 

2026 年度 
(R8) 

2027 年度 
(R9) 

2028 年度 
(R10) 

2029 年度 
(R11) 

2030 年度 
(R12) 

      

 

＜実施主体＞ 

伊東市 

 

事業３-１ 公共交通マップの配布、ホームページ等による案内強化、バスロ   

ケシステムの周知 

利用促進、意識改革事業 事業３ 

 検討期間       実施期間 

 検討期間       実施期間 
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伊東市で作成している公共交通マップ（伊東駅、伊豆高原駅） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市全体の公共交通マップの作成例（三島市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東海バスでの IC カード、バスロケーションシステムの案内チラシ 
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【事業設定の背景】                              

・公共交通網の見直し、周知や PR とともに、公共交通を利用する必要性、利用の仕

方を知るなどの取り組みが必要です。 

・本計画における取り組みとして、バスの乗り方教室の継続、モビリティ・マネジメ

ントの実施を目指します。 

 

【事業内容、スケジュール、実施主体】                     

①バスの乗り方教室の開催                            

＜事業内容＞ 

・路線バスやデマンド型交通などの利用方法の周知、利用促進に向け、交通事業者だ

けでなく行政とともに高齢者なども対象とする乗り方教室を開催。 

 

 

 

 

 

 

 

＜実施スケジュール＞ 

・計画策定の翌年度以降、順次実施する。 

実施 

スケジュール 

2025 年度 
(R7) 

2026 年度 
(R8) 

2027 年度 
(R9) 

2028 年度 
(R10) 

2029 年度 
(R11) 

2030 年度 
(R12) 

      

 

＜実施主体＞ 

バス事業者、伊東市 

 

②モビリティ・マネジメントの実施                        

＜事業内容＞ 

・地域住民や職場、学校などを対象とし、公共交通に関するモビリティ・マネジメン

トの実施。 

＜実施スケジュール＞ 

・計画策定の翌年度、内容検討を行い、2026 年度以降、実施する。 

実施 

スケジュール 

2025 年度 
(R7) 

2026 年度 
(R8) 

2027 年度 
(R9) 

2028 年度 
(R10) 

2029 年度 
(R11) 

2030 年度 
(R12) 

      

＜実施主体＞ 

伊東市 

事業３-２ モビリティ・マネジメント、乗り方教室等の活動実施 

 検討期間       実施期間 

 検討期間       実施期間 
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（小学生を対象としたモビリティ・マネジメントの例）） 

・鉄道やバスの利用方法を調べ、実際に校外学習等を通じて学び、共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※神奈川県藤沢市の実施例 

 

（中学校、高校をを対象としたモビリティ・マネジメントの例） 

・自動運転バスなどの先進技術を現場で学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※茨城県竜ケ崎市の実施例 

 

出典：交通エコロジー・モビリティ財団（モビリティ・マネジメント教育（交通環境学習）ポータルサイト） 

教育理念 

児童が作成した切符の買い方 校外学習の様子 
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【事業設定の背景】                              

・昨今、全国的にタクシーの配車アプリが普及しており、県外来訪者が気軽にタクシ

ーを利用できるよう、本市のタクシー事業者においても導入が求められます。一方、

導入経費や運転手の習熟など、導入に向けてのハードルも高く、昨今は運転手不足

の中、新規の利用者獲得が難しい状況でもあります。 

・このような状況の中、観光面でのタクシーの利便性向上、車両の有効活用について

検討を進めていく必要があり、本取り組みを設定します。 

 

【事業内容、スケジュール、実施主体】                     

＜事業内容＞ 

・市内タクシー事業者での導入を検討する。 

・タクシー事業者へのヒアリングを通して、現在の稼働状況を確認の上、車両有効活

用方法について研究する。 

 

＜実施スケジュール＞ 

・計画期間を通じて検討とする。 

実施 

スケジュール 

2025 年度 
(R7) 

2026 年度 
(R8) 

2027 年度 
(R9) 

2028 年度 
(R10) 

2029 年度 
(R11) 

2030 年度 
(R12) 

      

 

＜実施主体＞ 

タクシー事業者、伊東市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業３-３ タクシー配車アプリ、車両有効活用に関する検討 

 検討期間       実施期間 

タクシーアプリの使用方法        タクシーアプリの利用者数の動向 

①車両を探す  ②車両、会社を選ぶ    

タクシーGO アプリ HP より 

ICT 総研（2024 年 タクシー配車アプリ・ライド

シェア利用動向調査より） 

2020 年以降、配車アプリ利用者数は増加傾向、

今後も増加が続く見込み 
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【事業設定の背景】                              

・令和２年の地域公共交通活性化再生法の改正で、既存のバスやタクシーだけでなく、

施設送迎で使用される車両の活用など、地域資源の総動員の考え方が示されました。 

・今後、伊東市においても、地域の輸送資源を把握し、それらの運用の連携と最低化

を図ることで、地域交通としての活用を目指します。 

 

【事業内容、スケジュール、実施主体】                     

＜事業内容＞ 

・市内で送迎車両を有する施設を対象に、稼働状況、地域交通としての活用に関する

意向調査を実施（スクールバス、観光輸送、福祉輸送）。 

・地域住民が主体となる地域交通としての活用（実証運行等でのリソースの提供）を

検討。 

 

＜実施スケジュール＞ 

・計画期間を通じて検討とする。 

実施 

スケジュール 

2025 年度 
(R7) 

2026 年度 
(R8) 

2027 年度 
(R9) 

2028 年度 
(R10) 

2029 年度 
(R11) 

2030 年度 
(R12) 

      

 

＜実施主体＞ 

伊東市（及び市内送迎車両保有施設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業３-４ 地域交通リソースを共有する教育や観光及び高齢者福祉に係る移動サ

ービスとの連携促進 

 検討期間       実施期間 

地域の施設の車両を活用した移動手段確保の例（千葉県船橋市） 

・市内在住の 65 歳以上の方を対象に、自動車教習所利用者の送迎バスで空きがある場合、 

 無料で乗車可能としており、地域の輸送資源を活用した移動手段確保を図っている。 
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事業４ 

 

 

 

 

【事業設定の背景】                              

・昨今のグリーンスローモビリティや、自動運転技術の活用、ICT 化の進展を受け、

低コストで実現可能な支払い方法、予約などの技術の活用が求められます。 

 

【事業内容、スケジュール、実施主体】                     

＜事業内容＞ 

・地域に適する新たなモビリティの検討。 

・情報や予約支払いなどの ICT 活用の検討。 

 

＜実施スケジュール＞ 

・計画期間を通じて検討とする。 

実施 

スケジュール 

2025 年度 
(R7) 

2026 年度 
(R8) 

2027 年度 
(R9) 

2028 年度 
(R10) 

2029 年度 
(R11) 

2030 年度 
(R12) 

      

 

＜実施主体＞ 

バス事業者、タクシー事業者、伊東市 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

事業４-１ 地域に適する新たなモビリティの導入、情報や予約支払いなどの ICT

活用の検討 

新技術活用事業 事業４ 

スマホ定期券の事例（富士急シティバス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

クレジットカードのタッチ決済の事例（富士急グループ） 

 

 検討期間       実施期間 
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【事業設定の背景】                              

・自動運転については、近年急速な技術進展が見られ、県内近隣市町で実験運行も実

施されています。自動運転の技術は、運転手不足に悩む郊外部での移動手段の確保、

観光での活用などが期待されていますが、技術的な課題は多い状況です。 

・伊東市においても、今後の地域交通や観光での活用を見据え、情報収集の継続が求

められます。 

 

【事業内容、スケジュール、実施主体】                     

＜事業内容＞ 

・自動運転の技術動向や実験運行等の情報収集を継続し、地域交通や観光での活用方

法を研究。 

 

＜実施スケジュール＞ 

・計画期間を通して継続的な研究・検討の実施を目指す。 

 

実施 

スケジュール 

2025 年度 
(R7) 

2026 年度 
(R8) 

2027 年度 
(R9) 

2028 年度 
(R10) 

2029 年度 
(R11) 

2030 年度 
(R12) 

      

 

＜実施主体＞ 

伊東市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業４-２ 自動運転技術等を活用した新たなモビリティの研究・検討 

 検討期間       実施期間 

自動運転に関する取組み例（沼津市） 


